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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
　
　
音
楽
祭
実
行
委
員
会
の
会
議
の
中
で
、当
時
感
じ
て

い
る
課
題
な
ど
を
出
し
合
う
と
、面
白
い
意
見
が
た
く
さ

ん
出
て
き
た
。あ
る
中
学
校
吹
奏
楽
部
顧
問
は
、
部
活

動
へ
の
新
入
部
員
の
参
加
が
減
少
傾
向
に
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
小
学
生
が
音
楽
に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
訴

え
た
。ま
た
、練
習
活
動
の
延
長
線
上
に
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
役
割
が
あ
る
こ
と
と
捉
え
、
地
元
の
電
車
内
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
の
開
催
や
、高
校
生
か
ら
は
、地
元
に
生
ま
れ

育
っ
た
富
士
山
麓
の
自
然
を
再
認
識
し
た
い
企
画
も
実

現
す
る
こ
と
な
ど
様
々
な
ア
イ
デ
ア
が
上
が
っ
た
。い
ず

れ
も
時
間
を
か
け
れ
ば
可
能
な
ア
イ
デ
ア
ば
か
り
で
あ
っ

た
。そ
の
ア
イ
デ
ア
を
ま
と
め
、佐
渡
裕
さ
ん
や
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
側
に
伝
え
て
い
く
と
、
面
白
い
よ
う
に
企
画
が
ま
と

ま
っ
た
。そ
の
一
つ
の
産
物
が「
佐
渡
裕
さ
ん
の
音
楽
教
室

」で
あ
る
。　

　
　
小
学
校
の
音
楽
の
授
業
を
佐
渡
さ
ん
が
一
回
き
り
の

特
別
授
業
と
し
て
実
施
し
、
子
ど
も
た
ち
に
音
楽
の
魅

力
を
伝
え
て
い
く
も
の
。ま
た
、そ
の
授
業
を
公
開
に
し
、

終
了
後
に
聴
講
者
と
の
意
見
交
換
会
を
実
施
す
る
。聴

講
者
の
中
か
ら
自
ら
の
教
育
現
場
で
の
実
践
に
役
立
つ

よ
う
に
火
種
づ
く
り
を
視
点
に
企
画
し
た
。こ
の
よ
う
に

一
つ
一
つ
の
動
き
を
ま
ず
地
元
か
ら
の
視
点
と
し
て
集

め
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
動
き
を
混
ぜ
込
む
中
で
、
平
成
十

四
年
（
二
〇
〇
二
）
八
月
に
第
一
回
音
楽
祭
を
開
催
し

た
。初
年
度
は
十
程
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
数
で
、約
四
千
五

百
人
に
上
る
総
参
加
者
を
数
え
た
。構
想
約
八
年
に
し

て
漸
く
実
現
し
た
音
楽
祭
。そ
し
て
将
来
の
人
づ
く
り
も

踏
ま
え
、音
楽
を
通
じ
た
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん

の
動
き
が
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
培
わ
れ
て
き
た
こ
と
も
公
共

ホ
ー
ル
の
あ
り
方
と
し
て
、全
国
的
に
も
知
ら
れ
る
ホ
ー

ル
と
な
り
、ま
た
、
富
士
山
河
口
湖
音
楽
祭
が
全
国
の

主
要
な
音
楽
祭
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ

て
い
っ
た
。一
方
こ
の
音
楽
祭
が
で
き
た
こ
と
も
大
き
な
要

因
と
な
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
深
い
ご
理
解
に
よ
り
、
平

成
十
九
年
五
月
（
二
〇
〇
七
）に
は
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
に

可
動
屋
根
が
設
置
さ
れ
、多
く
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
ん
で

き
た
一
歩
一
歩
が
形
に
な
っ
て
い
っ
た
。併
せ
て
、平
成
十

九
年
度
に
は
、こ
の
音
楽
祭
の
取
り
組
み
と
、ス
テ
ラ
シ

ア
タ
ー
が
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取
り

組
み
、文
化
と
観
光
で
地
域
作
り
に
貢
献
し
た
公
共
ホ

ー
ル
と
い
う
こ
と
で
、県
内
で
は
初
め
て
の
総
務
大
臣
賞

を
い
た
だ
い
た
。

　　平
成
十
九
年
八
月
十
九
日
夢
の
祭
典
が
ス
テ
ラ
シ
ア

タ
ー
で
繰
り
広
げ
ら

れ
た
。
全
国
か
ら
集

ま
っ
た
総
勢
五
百
名

に
上
る
合
唱
メ
ン
バ

ー
と
、
総
勢
百
名
に

上
る
地
元
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
に
よ
る「
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
　第
九
演
奏

会
」を
開
催
し
た
。
指

揮
台
に
上
る
の
は
世

界
各
地
で
活
躍
す
る

マ
エ
ス
ト
ロ
佐
渡
裕
さ

ん
だ
。エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ

ュ
な
指
揮
と
演
奏
で
、

第
四
楽
章
の
歓
喜
の

歌
終
了
後
は
、
地
響

き
の
よ
う
に
沸
き
起

こ
る
観
客
の
拍
手
。総

立
ち
で
ス
テ
ー
ジ
に
上
る
六
百
名
の
出
演
者
に
惜
し
み

な
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
観
客
は
感
謝
の
気
持
ち
を
精
一

杯
の
拍
手
で
称
え
た
。舞
台
に
立
つ
合
唱
団
と
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、目
を
腫
ら
し
泣
い
て
い
る
メ
ン

バ
ー
、ま
た
笑
顔
で
流
れ
る
時
間
を
す
べ
て
楽
し
ん
だ
様

子
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
、そ
の
場
に
い
る
す
べ
て
の
方
々
が
主

人
公
で
あ
り
、
誰
も
が
お
互
い
の
努
力
を
認
め
、
称
え
あ

っ
た
、な
ん
と
も
温
か
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。ホ
ー
ル
が

そ
の
機
能
を
最
大
限
に
発
揮
さ
れ
た
瞬
間
で
も
あ
っ
た
。

こ
の
第
九
演
奏
会
は
音
楽
祭
3
年
目
あ
た
り
か
ら
実
行

委
員
会
で
温
め
、
4
年
間
か
け
て
ま
と
め
た
企
画
で
あ

り
、可
動
屋
根
が
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
に
設
置
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
記
念
公
演
と
し
て
開
催
し
た
。

　
　そ
の
後
、
平
成
二
十
年
（
二
〇
〇
八
）
九
月
二
十
三

日
に
は
、
国
内
初
の
野
外
劇
場
オ
ペ
ラ
　モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

作
曲
「
魔
笛
」
公
演
も
音
楽
祭
の
枠
で
は
な
い
が
ス
テ
ラ

シ
ア
タ
ー
で
開
催
し
た
。当
日
は
全
国
各
地

か
ら
大
勢
の
観
客
が
詰
め
掛
け
、総
勢
約
二

千
名
に
お
よ
ぶ
観
客
を
前
に
い
よ
い
よ
魔
笛

の
前
奏
曲
が
は
じ
ま
る
。そ
こ
に
い
た
す
べ
て

の
方
が
背
中
か
ら
し
び
れ
る
よ
う
な
感
動
を

得
た
に
違
い
な
い
。ス
テ
ー
ジ
後
方
に
は
雄

大
な
富
士
山
が
聳
え
、
終
演
後
は
客
席
総

立
ち
の
中
、舞
台
後
方
か
ら
大
き
な
大
輪
の

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
他
で
は
見
る
こ
と

が
で
き
な
い
本
格
的
な
野
外
オ
ペ
ラ
が
開
催

さ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た
。ま
た
、こ
の
野
外
オ
ペ

ラ
公
演
に
は
多
く
の
方
の
力
が
結
集
さ
れ

た
。
約
十
年
の
お
付
き
合
い
に
な
る
が
、
毎

年
元
旦
に
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
生
放
送

さ
れ
る
ウ
ィ
ー
ン
フ
ィ
ル
・
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
の
会
場
で
あ
る
ウ
ィ
ー
ン
楽
友
協
会

ホ
ー
ル
の
資
料
館
長
オ
ッ
ト
ー
・
ビ
ー
バ
博

士
か
ら
、ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
に
お
け
る
国
内

河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー

　
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
十
五
年
（
後
編
）

〈
住
民
参
加
型
創
造
音
楽
祭
と
し
て
の
歩
み
〉

〈
夢
が
実
っ
た
第
九
演
奏
会
、

　　そ
し
て
国
内
初
の
野
外
劇
場
オ
ペ
ラ
公
演
の
開
催
〉

平成１９年８月１９日開催
富士山河口湖音楽祭

「佐渡裕指揮 真夏のベートーヴェン第九演奏会」

平成１９年８月１９日開催
富士山河口湖音楽祭

「佐渡裕指揮 真夏のベートーヴェン第九演奏会」
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初
の
野
外

劇
場
オ
ペ
ラ

公
演
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
い

た
だ
き
、
当

日
配
布
し

た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
も
紹

介
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
や
ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
な

ど
数
多
く

の
巨

匠
が

残
し
た
直

筆
の
楽
譜

や
文
献
な

ど
を
保
管

研
究
し
、
世
界
中
の
学
術
研
究
家
や
音
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
な
ど
の
研
究
拠
点
で
も
あ
る
資
料
館
の
代
表
で
あ

り
、国
際
的
な
音
楽
学
者
で
あ
る
博
士
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
は
、学
術
的
に
も
非
常
に
貴
重
で
あ
り
、将
来
、国
内

で
野
外
オ
ペ
ラ
研
究
な
ど
が
あ
っ
た
時
に
は
、河
口
湖
で

の
オ
ペ
ラ
公
演
は
、
必
ず
検
証
に
値
し
、
後
世
に
お
い
て

も
評
価
さ
れ
る
も
と
と
感
じ
て
い
る
。

　
　
平
成
二
十
年
夏
、
住
民
主
体
の
町
誕
生
祭
実
行
委

員
会
の
中
か
ら「
新
町
に
な
っ
て
か
ら
の
新
し
い
シ
ン
ボ
ル

ソ
ン
グ
が
あ
っ
た
ら
」そ
ん
な
ア
イ
デ
ア
が
出
て
き
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、平
成
七
年
（
一
九
九
五
）の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
、ま
た
、そ
の
後
国
際
自
然
保

護
連
合
親
善
大
使
に
就
任
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
平
成
十
七
年
か
ら
富
士
山
の
環
境
保
護
を

啓
蒙
す
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
コ
ン
サ
ー
ト
を
ス
テ
ラ
シ

ア
タ
ー
で
開
催
し
て
い
た
だ
い
た
歌
手
の
イ
ル
カ

さ
ん
に
相
談
し
、平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

七
月
に
町
う
た
と
し
て
お
披
露
目
さ
れ
た
の
が
、

「
木
の
花
の
開
く
頃
に
」
。歌
詞
を
全
国
公
募
し
、

そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
歌
詞
を
ベ
ー
ス
に
作
っ

た
、イ
ル
カ
さ
ん
の
思
い
の
込
め
ら
れ
た
曲
は
、今

や
町
内
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
各
所
で
放
送
さ
れ
、皆

さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

　　ま
た
、平
成
二
十
一
年
十
一
月
に
は
、ス
テ
ラ

シ
ア
タ
ー
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
対

し
、ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
の
事
業
に
関
わ
り
な
が
ら

活
動
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、山
梨
県
の
文
化
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、サ

ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
が
、
平
成
二
十
一
年
度
山

梨
県
文
化
賞
奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。こ
の
賞
は

こ
れ
ま
で
古
く
か
ら
続
く
伝
統
芸
能
の
継
承
者
、

団
体
に
授
与
さ
れ
て
い
た
が
、公
共
ホ
ー
ル
で
の
文
化
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
の
受
賞
は
初
め
て
の
受
賞
と
な
っ
た
。

　
　ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
の
生
い
立
ち
は
、国
内
で
は
類
を
見

な
い
野
外
音
楽
堂
と
い
う
形
か
ら
、関
わ
る
す
べ
て
の
方

の
熱
い
思
い
や
尽
力
に
支
え
ら
れ
て
歴
史
を
歩
ん
で
き

た
。こ
の
十
五
年
間
創
造
さ
れ
、
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と

は
、き
っ
と
多
く
の
人
の
心
に
様
々
な
形
で
残
っ
て
い
る
こ

と
と
思
う
。こ
れ
か
ら
五
年
、十
年
、五
十
年
、そ
し
て
未

来
へ
と
、こ
の
蓄
積
を
担
保
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

歩
み
、地
元
の
み
な
ら
ず
、
県
内
外
へ
と
文
化
の
発
信
を

通
じ
て
、
富
士
河
口
湖
町
の
魅
力
を
更
に
伝
え
て
い
く

中
心
施
設
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【
完
】

  

（
特
別
寄
稿
　河
口
湖
ス
テ
ラ
シ
ア
タ
ー
　野
沢
藤
司
）

〈
住
民
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
様
々
な
方
々
と

　　　　　　　　　　　　　一
緒
に
歩
む
公
共
ホ
ー
ル
へ
〉

国内初の野外劇場オペラ　モーツァルト作曲「魔笛」公演
平成２０年９月２３日開催

国内初の野外劇場オペラ　モーツァルト作曲「魔笛」公演
平成２０年９月２３日開催

　
町
内
に
所
在
す
る
国
指
定
天
然
記
念
物
の
溶
岩

洞
穴
（
龍
宮
洞
穴
、
西
湖
蝙
蝠
穴
お
よ
び
コ
ウ
モ

リ
、
本
栖
風
穴
、富
岳
風
穴
、富
士
風
穴
、船
津
胎

内
樹
型
）の
保
存
管
理
・
整
備
活
用
計
画
に
つ
い

て
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
検
討
委
員
会
に
よ
っ
て

策
定
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
三
月
に

作
業
が
完
了
し
、文
化
庁
の
確
認
が
済
み
、『
町
内

国
指
定
天
然
記
念
物
溶
岩
洞
穴
等
保
存
管
理
・

整
備
計
画
書
』が
完
成
い
た
し
ま
し
た
。計
画
書
に

は
、
天
然
記
念
物
の
価
値
、
保
護
の
し
く
み
、
申
請

等
に
必
要
な
書
式
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。ま
た
、平

成
二
十
年
度
に
実
施
さ
れ
た
溶
岩
洞
穴
等
の
測

量
の
図
面
も
巻
末
に
添
付
し
て
あ
り
ま
す
。さ
ら

に
、
付
録
の
Ｃ
Ｄ―

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に
は
、計
画
書
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

版
、測
量
図
の
縮
尺
二
百
五
十
分
の
一
の
原
図
デ

ー
タ（
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
）を
収
録
し
て
い
ま
す
。
町
の
生
涯

学
習
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
閲
覧
や
貸

出
し
が
で
き
ま
す
。ぜ
ひ
御
利
用
く
だ
さ
い
。

町
内
国
指
定
天
然
記
念
物

　
　
溶
岩
洞
穴
等
保
存
管
理
・
整
備

　
　
　
　
活
用
計
画
に
つ
い
て
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放
送
大
学
＊
10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

県
立
富
士
河
口
湖
高
等
学
校
か
ら

健
康
科
学
大
学
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

 

環
境
省
生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
か
ら

〜
夏
休
み
イ
ベ
ン
ト
〜

　
　
　
　
　

生
物
多
様
性
ま
つ
り
２
０
１
０

募
集

　
　
放
送
大
学
で
は
平
成
２２
年
度
第
２
学
期
（
１０
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　
　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を
利
用
し
て
授
業
を
行

う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、

幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　
　
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し

み
た
い
な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が

学
ん
で
い
ま
す
。

○
出
願
期
間
は
８
月
３１
日
ま
で
。

○
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

●
お
気
軽
に
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

　（
電
話
０
５
５-

２
５
１-

２
２
３
８
）ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　http
://w
w
w
.u
-a
ir.a
c.jp

第
３
回
夏
休
み
親
子
科
学
教
室

■
日
　時
　７
月
３１
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
正
午

■
参
加
人
数
　
３０
組

■
対
　象
　小
学
３
、４
年
生
と
そ
の
保
護
者

■
そ
の
他
　
詳
し
い
内
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
　　http

://w
w
w
.k
a
w
a
g
u
ch
.k
a
i.ed
.jp

●
問
合
先
　富
士
河
口
湖
高
等
学
校
（
理
科
担
当
）

　　　　　　　　　　
TEL
７
３-

２
５
１
１

■
テ
ー
マ
　「
健
康
大
の
学
生
生
活
を
知
ろ
う
！
」

　　　　　　　　「
２
０
１
１
年
度
入
試
の
ポ
イ
ン
ト
」

■
日
　程
　７
月
４
日
（
日
）
　１０
時
３０
分
〜
１５
時

■
内
　容

　
　
○
大
学
概
要
説
明
　
　
○
学
生
に
よ
る
大
学
生
活
紹
介
　

　　○
入
試
概
要
説
明
　　○
学
科
説
明
・
模
擬
講
義

　　○
保
護
者
説
明
会
　　○
学
食
ラ
ン
チ
体
験

　　○
各
種
展
示
（
各
学
科
・
サ
ー
ク
ル
）
　○
個
別
相
談

※

参
加
さ
れ
た
方
に
は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ッ
ズ
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　　■
問
合
先
　健
康
科
学
大
学
入
試
広
報
課

　　　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５
５‐

８
３‐

５
２
４
０

※

今
年
度
は
８
月
７
日
（
土
）

　
　・
８
月
２８
日
（
土
）・
９
月
１８

　
　
　
日
（
土
）・
１０
月
１０
日
（
日
）

　
　
も
開
催
予
定
（
各
回
の
詳

　
　
　
細
は
、
追
っ
て
お
知
ら
せ
い

　
　
た
し
ま
す
。
）

※

一
般
の
方
も
ご
参
加
頂
け
ま

　　す
！
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
！

　　　　　　　　　　　　　(

申
込
不
要)

　
　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
日
本
の『
気

に
な
る
』
生
き
も
の
展
〜
ピ
ン
チ
な

生
き
も
の
と
エ
イ
リ
ア
ン
〜
」
。生
命

の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
、標
本
展
示
や

工
作
体
験
、
野
外
観
察
会
を
通
し

て
紹
介
し
ま
す
。

■
日
　時
　８
月
１
日
（
日
）

　　　　　　　　午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
場
　
所
　
環
境
省
生
物
多
様
性
　

　　　　　　　　セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
５
９
７‐

１

■
対
　象
　ど
な
た
で
も
　■
費
　用
　無
料
　

※

野
外
観
察
な
ど
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、事
前
予
約
と
保

　　険
料
（
５０
円
）が
必
要
　　

■
申
　込
　一
部
イ
ベ
ン
ト
は
事
前
予
約

　　　　　　　　７
月
２６
日
（
月
）５
時
締
切

●
問
合
先
　生
物
多
様
性
セ
ン
タ
ー
　担
当
　葉
山(
ハ
ヤ
マ)

　　　　　　　　　　
TEL
０
５
５
５‐

７
２‐

６
０
３
３

　　　　　　　　　　
FAX
０
５
５
５‐

７
２‐

６
０
３
５

　　　　　　　　　　HP

　http
://w
w
w
.b
io
d
ic.g
o
.jp
/

■
日
　時
　８
月
１
日
（
日
）
午
前
11
時
〜
午
後
５
時

■
参
加
費
　無
料
　　

◇
講
演
会
　「
山
梨
の
湧
水
」

　○
富
士
山
の
地
下
水
と
富
士
五
湖
の
水

　　　　　　　　　　　　地
球
科
学
研
究
室
　輿
水
達
司

　○
水
の
分
析
か
ら
見
え
て
く
る
事

　　　　　　　―

夏
狩
湧
水
群
・
次
郎
滝
の
秘
密―

　　　　　　　　　　　　環
境
生
化
学
研
究
室
　瀬
子
義
幸

　○
泉
と
人
々
の
暮
ら
し
ー
火
山
山
麓
を
例
に
し
て
ー

　　　　　　　　　　　　地
球
科
学
研
究
室
　内
山
高

◇
各
研
究
室
公
開

　○
世
界
の
夏
＆
森
の
香
り
を
体
験
し
よ
う

　○
内
臓
脂
肪
を
は
か
ろ
う
！

　○
目
で
見
る
汗
の
は
た
ら
き

　○
た
べ
て
み
よ
う
！
見
て
み
よ
う

　　　　　　　―

ス
コ
リ
ア
と
火
山
噴
火―

　○
富
士
山
ア
カ
マ
ツ
林
エ
コ
ツ
ア
ー

　○
骨
が
語
る
動
物
の
姿

　○
地
球
環
境
を
守
る
ゴ
ミ
の
リ
サ
イ
ク
ル

　○
空
か
ら
見
る
地
球
環
境
の
移
り
変
わ
り

　○
私
た
ち
の
生
活
と
身
近
な
自
然
と
の
関
わ
り

◇
そ
の
他
ス
ペ
シ
ャ
ル
イ
ベ
ン
ト
＆
プ
レ
ゼ
ン
ト

　　　楽
し
い
企
画
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用
意
し
て
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
　
研
究
所
周
辺
の
森
を
活
用
し
て
、ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を

行
い
な
が
ら
自
然
に
触
れ
、夏
の
半
日
を
異
年
齢
の
子
ど
も  

山
梨
県
環
境
科
学
研
究
所
か
ら

研
究
室
公
開
２
０
１
０

環
境
体
験
講
座
「
子
ど
も
森
を
楽
し
む
会
」



富士河口湖富士河口湖富士河口湖広
報27

富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
【
在
職
者
訓
練
】

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
富
士
山
教
養
講
座

富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
か
ら

〜
町
民
夏
休
み
特
別
料
金
の
お
知
ら
せ
〜

た
ち
同
士
で
楽
し
む
講
座
で
す
。身
近
な
自
然
を
五
感
で
感

じ
、
森
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
た
り
森
に
棲
む
動
植
物
に

興
味
を
持
つ
意
義
深
い
講
座
で
す
。

■
日
　時
　８
月
１
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
正
午

■
保
険
料
　１
０
０
円
　

■
対
　象
　小
１
〜
中
３
年
生

　
　
自
然
環
境
と
人
の
生
活
と
の
関
わ
り
を
新
た
な
視
点
か

ら
捉
え
、
地
域
の
環
境
へ
の
興
味
、
関
心
を
高
め
る
自
然
観

察
会
で
す
。
富
士
山
五
合
目
御
中
道
自
然
探
勝
路
を
歩
き

な
が
ら
、富
士
山
の
植
物
に
つ
い
て
学
習
し
ま
す
。

■
日
　時
　８
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
保
険
料
　１
０
０
円
　

■
対
　象
　県
内
小
学
生
〜
成
人

　
　
自
然
環
境
と
人
の
生
活
と
の
関
わ
り
を
新
た
な
視
点
か

ら
捉
え
、
地
域
の
環
境
へ
の
興
味
、
関
心
を
高
め
る
自
然
観

察
会
で
す
。
富
士
山
と
そ
の
周
辺
の
溶
岩
流
を
観
察
す
る
こ

と
に
よ
り
、
富
士
山
の
成
り
立
ち
に
興
味
を
も
ち
、
火
山
防

災
の
意
識
を
高
め
ま
す
。御
庭
奥
庭
火
口
列
や
青
木
ヶ
原
溶

岩
流
、剣
丸
尾
溶
岩
流
を
研
究
員
の
解
説
で
学
習
し
ま
す
。

■
日
　時
　８
月
28
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
40
分

■
保
険
料
　１
０
０
円
　

■
対
　象
　県
内
小
学
生
〜
成
人

●
問
合
先
　環
境
科
学
研
究
所

　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５
５‐

７
２‐

６
２
０
３  

　　　　　　　　　　　　　富
士
吉
田
市
上
吉
田
５
５
９
７-

１

＝
左
官
・
タ
イ
ル
教
室
＝

■
日
　時
　８
月
２１
日
〜
２２
日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
定
　員
　１０
名
　　■
受
講
料
　１
５
０
０
０
円

■
締
　切
　８
月
６
日
（
金
）

●
問
合
先
　富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　　　　　　　　　　　　　　　TEL
２
２‐

５
２
１
４

〔
訓
練
生
募
集
〕パ
ソ
コ
ン
科

　　Ｉ
Ｔ
の
基
礎
知
識
・
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
法
の
習
得

■
期
　間
　８
月
末
〜
１０
月
末
　■
資
格
　求
職
者

■
受
講
料
　無
料
　　　■
締
切
　７
月
２３
日

〔
在
職
者
訓
練
〕

＝
エ
ク
セ
ル
応
用
講
座
＝

■
日
　程
　９
月
上
旬
〜
６
日
間
　午
後
６
時
〜
９
時

　　　　　　　　受
講
料
２
１
０
０
円

＝
商
業
簿
記
入
門
「
１
」・「
２
」
講
座
＝

■
日
　程
　９
月
中
旬
〜
15
日
間
　午
後
６
時
〜
９
時

　　　　　　　　受
講
料
４
２
０
０
円

●
問
合
先
　県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校

　　　　　　　　　　
TEL
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
１
　

　　　　　　　　　　FAX
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
２

８
月
の
在
職
者
訓
練
の
お
し
ら
せ
　　　　　　　　

＝
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｑ
入
門
＝

■
８
月
３
日
、４
日
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　　受
講
料
３
３
０
０
円

＝
国
内
旅
行
業
務
取
扱
管
理
者
試
験
講
座
総
合
演
習
＝

■
８
月
３
日
、４
日
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　　受
講
料
３
３
０
０
円

＝
電
子
回
路
Ｃ
Ａ
Ｄ
入
門
（
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ
編
）
講
座
＝

■
８
月
５
日
、６
日
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　　受
講
料
３
３
０
０
円

＝
Ｉ
Ｓ
Ｏ
シ
リ
ー
ズ
内
部
監
査
員
養
成
講
座
＝

■
８
月
２６
日
、２７
日
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　　受
講
料
２
１
０
０
円

＝
造
園
設
計
の
基
礎
講
座
＝

■
８
月
２６
日
〜
１２
日
間
　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　　受
講
料
２
１
０
０
円

●
問
合
先
　県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
２

　
　
今
年
の
テ
ー
マ
は「
富
士
を
知
ろ
う
」
。
前
半
は
、
講
師
が

ス
ラ
イ
ド
等
で
季
節
を
テ
ー
マ
に
様
々
な
富
士
山
を
紹
介
し

ま
す
。
後
半
は
自
然
観
察
園
を
歩
い
て
、
実
際
の
自
然
を
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
　程
　全
８
回

　　７
月
２５
日(

日)

午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

　　　　　　　　富
士
登
山
＋
ミ
ニ
エ
コ

　　８
月
２２
日
（
日
）
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
３０
分

　　　　　　　　富
士
の
祭
＋
ミ
ニ
エ
コ

　　９
月
２６
日
、１０
月
２４
日
、１１
月
２０
日
開
催
予
定

■
講
　師
　　　山
　大
和
さ
ん

■
定
　員
　１５
人 

　■
費
　用
　無
料

■
場
　所
　山
梨
県
立
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

■
申
込
・
問
合
先
　富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
７
２-

０
２
５
９
　山
下

■
設
定
期
間
　７
月
１６
日(

金)

〜
７
月
３１
日(

土)

　

■
設
定
料
金

※

富
士
河
口
湖
町
町
民
の
証
明
で
き
る
も
の
を
持
参
下
さ
い
。

　　（
小
学
生
　名
札
な
ど
）

●
問
合
先
　㈱
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
　　TEL
２
４-

６
８
８
８
　

通常料金

　　4,800円

4,300円

3,500円

1,200円

1,200円

600円

設定料金

2,900円

2,600円

2,200円

500円

500円

300円

区分

大人

中人

小人

大人

中人

小人

フリーパス券

入園券

券種

地
域
環
境
観
察
「
富
士
山
五
合
目
植
物
観
察
会
」

地
域
環
境
観
察
「
富
士
山
溶
岩
流
観
察
会
」
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第
10
回
山
梨
県
民
文
化
祭

富
士
河
口
湖
町
里
山
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

第
１
回
少
年
少
女
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
募
集

■
日
　時
　平
成
２３
年
１
月
１６
日
（
土
）

■
会
　場
　桃
源
文
化
会
館
ホ
ー
ル（
南
ア
ル
プ
ス
市
）

■
対
　象
　次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
こ
と

○
県
内
で
活
動
し
て
い
る
児
童
合
唱
団
（
要
小
学
生
含
）

○
県
内
の
小
学
校
で
活
動
し
て
い
る
合
唱
部
や
ク
ラ
ブ

○
県
内
小
学
校
の
４
年
生
以
上
の
学
年
又
は
ク
ラ
ス

○
県
内
小
学
校
の
小
規
模
校
の
全
校
児
童

■
締
　切
　９
月
３０
日

第
２
回
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
募
集

■
日
　時
　平
成
２２
年
１１
月
６
日
（
土
）

■
会
　場
　桜
座
（
甲
府
市
中
央
）

■
募
　集
　８
団
体
　■
締
　切
　７
月
３０
日

●
問
合
先
　や
ま
な
し
県
民
文
化
祭
実
行
委
員
会

　　　　県
生
涯
学
習
文
化
課
　芸
術
文
化
担
当

　　　　　　　　　　　　
TEL
０
５
５‐

２
２
３‐

１
７
９
７ 

　　　　　　　　　　　　
FAX
０
５
５-

２
２
３-

１
３
２
２

＝
歩
い
て
健
康
、長
生
き
し
よ
う
＝

■
目
　
標
　
無
雪
期
の
１
５
０
０
〜
２
０
０
０
ｍ
級
の
山
を
対
　

　　象
と
し
ま
す
。例
会
は
月
１
〜
２
回
ほ
ど
実
施
し
ま
す
。

■
会
員
資
格
　５５
〜
７０
才
位
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心とからだの健康づくり心とからだの健康づくり

健康のまちづくりウォーキング健康のまちづくりウォーキング

　　　 平成22年8月8日（日）小雨決行
8時30分受付開始

(※受付開始から開会式まで時間に余裕がありますのでご注意下さい。）

午前10時～開会式 　10時30分スタート　　
　　　西湖　野鳥の森公園
          　　　　　　　　     　
集合場所

日 時　　　 平成22年8月8日（日）小雨決行
8時30分受付開始

(※受付開始から開会式まで時間に余裕がありますのでご注意下さい。）

午前10時～開会式 　10時30分スタート　　
　　　西湖　野鳥の森公園
          　　　　　　　　     　
集合場所

日 時

①風穴（運動不足解消）コース（5㎞）
　　　　　　野鳥の森公園～富岳風穴～野鳥の森公園

②風穴・氷穴（メタボ解消）コース（8㎞）　
　　　　　　野鳥の森公園～富岳風穴～鳴沢氷穴～野鳥の森公園

③風穴・氷穴・西湖（健康体力増進）コース（11㎞）　
　　　　　　野鳥の森公園～富岳風穴～鳴沢氷穴～いやしの里根場～野鳥の森公園

◆申し込み：事前申し込み不要
　　　　　　(当日は、直接、町民受付へお越しください。）
◆持 ち 物：水　副食　雨具（カッパ）など
◆参 加 料：無料
◆そ の 他：コース、その他予告なく変更する場合が
　　　　 　 ありますので事前にご了承下さい。

　健康のまちづくり事業の一環として｢健康のまちづくりウォーキング大会」を年4回開催して
います。今回は、「健やか樹海ウォーク2010」として山梨県、健やか山梨21推進会議、 鳴沢村、
山梨県ウォーキング協会と共催で開催します。奮ってご参加ください。

問い合わせ先：富士河口湖町　健康増進課　TEL ７２－６０３７

自然散策

森林浴

ストレスの
軽減

メタボ予防

仲間づくり

運動不足の
解消

『健やか樹海ウォーク 2010』『健やか樹海ウォーク 2010』

いやしの里・根場

西湖コウモリ穴

根
場
民
宿
村

西
湖
民
宿
村

いやしの里・根場
根場

西湖いやしの里
西湖バス停

西湖野鳥の森公園
バス停

野鳥の水飲み場

いやしの里・根場

西湖コウモリ穴

根場

根
場
民
宿
村

西
湖
民
宿
村

西湖いやしの里
西湖バス停

西湖コウモリ穴
バス停

西湖野鳥の森公園
バス停

野鳥の水飲み場

西湖 野鳥の森公園西湖 野鳥の森公園
集合場所
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町 内 町 外

小・中学生

高校生

一　般

一回 回数券(11回分)

200

300

500

2,000

3,000

5,000

3,000

5,000

8,000

富士河口湖町民プール
からのお知らせ

富士河口湖町民プール
からのお知らせ

７月～９月は９時から開館いたします

皆様のお越しをお待ちしております。

午前9時～午後10時
午前9時～午後 9 時

平　日
土日祝
休館日 木曜日

8月は木曜日も営業いたします。

一回 回数券(11回分)

300

500

800

利用料金 
(円)

●未就学児無料
●障害者手帳をお持ちの方は半額
●中学生以下の方は、プールのみのご利用となります
●中学生以下の方は保護者の付き添いがない場合、18時以降の
　利用は出来ません。
●身長140cm未満の方は高校生以上の保護者(一緒に入水)が必
　要となります
●町内の事業所にお勤めの方(本人のみ)、町内住所の別荘を
　お持ちの方は町内扱いとなります。

＊免許証・学生証等、身分証明の提示にご協力ください。

　9月20日(月)　敬老の日・・・町内の65歳以上の方無料
10月11日(月)　体育の日・・・町内の方無料

以下の日程で無料開放いたします！！
町民の皆様にお得なお知らせ！

指定管理者　
ブルーアース富士河口湖  ☎73-4313

【申し込み・問い合わせ】        
　1．受付期間　7月31日（土）～8月7日（土）　　※定員になり次第、締め切ります。        
　2．受付時間　午前9時～午後5時　        
　3．受付方法　電話または窓口。※「一人で複数人の申し込みはできません。」        
　4．対　　象　一般男女「18歳以上、ただし高校生は不可」        
　5．必要事項　氏名、年齢、性別、住所、電話番号他        
　6．問い合わせ　（財）山梨県体育協会　富士北麓公園管理事務所　富士吉田市上吉田立石5000番　TEL 0555－24－3651

★10回1期の開催★

★4回1期の開催★

ピラティス 体育館
サブアリーナ40人

体育館
メインアリーナ20人

体育館
サブアリーナ40人

体育館
サブアリーナ40人

体育館
サブアリーナ40人

5,000円
/期
5,000円
/期

火

火

水

木

金

教室名 時 間 曜日 秋　　期 参加料 定員 会　場 内　　容

教室名 時 間 曜日 秋　　期 参加料 定員 会　場 内　　容

初心者テニス

ダンスエアロ

ベーシックヨガ
（昼コース）

ベーシックヨガ
（夜コース）

10：00～
　11：30

19：00～
　20：30

19：30～
　21：00

10：00～
　11：30

20：00～
　21：30

  9/7・14・21・28、10/5・12・19・26
11/2・9

 9/7・14・21・28、10/5・12・19・26
11/2・9

5,000円
/期

 9/1・8・15・22・29、10/6・13・20・27
11/10

5,000円
/期

 9/2・9・16・30、10/7・14・21・28
11/4・11

5,000円
/期

 9/3・10・17・24、10/1・8・15・29
11/5・12

身体の深部の筋肉（インナーマッスル）を意識し
行います。姿勢改善・健康保持など様々な悩みの
解決を目的とします。
初心者を対象とした教室です。ラケットを握っ
た事のない人も楽しみながらゲームまで楽し
めます。
シンプルなエアロビクスの動きをベースにダンス
的要素をトッピングしたエクササイズです。リズム
に合わせて基礎代謝を上げながら楽しみましょう！
呼吸と瞑想を通じて身体のバランスを整え、心
身共にリラックスした健康的な身体つくりができ
ます。

2Ｆ体育室20人土健康安全
リズムエクササイズ

14：00～
　15：30

2,000円
/期 8/28、9/11・25、10/9

音楽に合わせ楽しみながら、健康的な毎日を過ごせる体
の使い方や、非常時の身のこなし方をやさしく学ぶフィッ
トネスです。家庭でできる簡単な自己整体も紹介します。

★1日単位で開催される教室★   
教室名 時 間 曜日 秋　　期 参加料 定員 会　場 内　　容

陸上競技場他20人水エンジョイ
グラウンドゴルフ

10：00～
　11：30

300円
/回 9/8・15・22・29 誰もが気軽に参加でき、設定されたコースを回

る事ができます。

呼吸と瞑想を通じて身体のバランスを整え、心
身共にリラックスした健康的な身体つくりができ
ます。

富士北麓公園　秋期スポーツ教室


